
村民の皆さんと議会を結ぶ情報誌。一緒に考えよう、この村のカタチ。

子ども園入園式　4月 5日

岩手県普代村議会

No.167
令和６年５月９日発行

主
な
内
容

令和６年度予算 52 億円可決・予算審議	
　	 ………………………………… ２㌻～５㌻
令和５年度補正予算審議・定例会で
　　決まった議案	 ……………… ６㌻～７㌻

一般質問（4議員が村政を問う）	… ８㌻～ 11㌻
主な議会の動き・臨時会	 ……… 12㌻～ 13㌻
未来予想図	 ……………………… 14㌻

輝く星に向かってGO!!



国から交付
されるお金
16億1000万円
（38.2%）

人件費、
財産管理、
地域振興など
11億8616万円
（28.1％）

国などからの借入金
 7億7460万円（18.4％）

村民皆さんからの税金
1億9762万円（4.7％）

議会運営のため
6,024万円
（1.4％）

消防費
1億6506万円
（3.9％）

予備費、
災害復旧費ほか
120万円（0.0％）

ごみ処理、
村の衛生のため
1億8605万円
（4.4％）

農林水産業の
振興のため
8億9479万円
（21.2％）

商工業、
観光振興のため
1億3236万円
（3.1％）

道路、
住宅整備など
3億7493万円
（8.9％）

借金の返済に
4億1555万円
（9.9％）

福祉のために　
5億0787万円（12.0％）

学校教育、
生涯学習、文化、
スポーツなど
2億9379万円
（7.0％）

県からもらう
お金
1億0219万円
（2.4％）

各種交付金
1億1951万円
（2.8％）

繰入金
4億9506万円（11.7％）

前年度からの
繰越金
1000万円（0.2％）その他

4億5637万円（10.8）

国からもらうお金
 4億5265万円

（10.7％）

歳　出

一 般 会 計

歳　入

42億 1,800万円
（前年度比 8.8％増） 主な

事業

特別会計及び公営企業会計の予算　10 億 394 万円
（前年度比 6.7％増）

国民健康保険

⬇4億1800万円
前年度比 3.6％減

国民健康保険診療施設⬇

1億9650万円
前年度比 2.6増 

休養施設事業⬇

1億2820万円
前年度比 0.6増

後期高齢者医療事業 簡易水道事業 下水道事業

一般会計予算は 42億円
⬇ ⬇

9221万円
前年度比 133.4％増⬆1億3213万円

前年度比 13.5％増

3690万円
前年度比14.6％増

令
和
６
年
度
の
予
算
総
額
は
52
億
円
！

そのほかの事業（新規・継続、事業規模問わず）

　太田名部漁港に令和 6年度完成予定。
新たな高度衛生管理機能を有した新魚市
場の整備を行います。

　古くなった除雪用トラックを新しく更
新します。

　普代浜園地キラウミ北側に遊具等の整
備を行います。

　上の沢川の未整備部分の護岸整備を行
います。（約40ｍ）

新魚市場整備事業
（建設水産課担当）

7億1,187万円

一 般 会 計予算の主な事業 !

除雪用トラック整備事業
（建設水産課担当）　　

2,500万円

普代浜園地キラウミ整備事業
（商工観光振興室担当）

3,000万円

普通河川上の沢川護岸整備工事
（測量設計業務委託料・工事費）
（建設水産課担当）� 5,540万円

現在建設中の現場

現在使用中の除雪用トラック

普代浜園地北側

上の沢川（太田名部）

・自治体情報サービス� �66万円
・普代村定住促進団地整備事業分筆登記業務委託料� 237万円
・普代村空き家バンク登録促進事業補助金� �50万円
・高齢者補聴器購入費助成事業� 22万円
・新型コロナウイルス予防接種委託料� 　525万円
・自然休養村管理センターＬＥＤ照明改修工事・設計監理委託料� 1,120万円
・昆布ブラザーズＰＲ事業� 211万円
・村道黒崎 3号線道路改良舗装工事�� 2,000万円
・鵜鳥神楽国指定 10周年記念事業� �120万円
・ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」開催事業�� 92万円

※簡易水道・下水道事業は令和６年度から公営企業会計へ移行されました。

公営企業会計
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令
和
６
年
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予
算

令
和
６
年
度
予
算

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問
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般
質
問

臨
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議
会

臨
時
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議
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き
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一
般
会
計

総

務

費

△�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

�

３
億
５
０
０
０
万
円

　
全
国
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
基
金
と
し
て
積
立
す
る
も
の
。

△�

自
治
体
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

利
用
料�

66
万
円

　
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
普
代
村

の
情
報
発
信
。（
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ
）

△�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
事

業�

７
０
６
５
万
円

　
新
規
７
人
を
含
め
全
17
人
の

受
入
を
行
う
も
の
。

質
問�

受
入
事
業
の
財
源
は
。

回
答�

全
額
国
の
特
別
交
付
税

措
置
で
実
施
す
る
も
の
。

△�

移
住
者
誘
致
と
持
続
可
能
な

普
代
村
創
出
事
業

�

９
８
１
万
円

　
移
住
者
の
定
住
と
仕
事
創
出

△�

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金�

95
万
円

　
傾
斜
な
ど
の
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
の
農
業
者
に
支

払
う
も
の
。

質
問�

県
か
ら
見
直
し
等
の
指

導
は
来
て
い
る
か
。

回
答�

今
の
と
こ
ろ
県
か
ら
の

指
導
は
な
い
。

商

工

費

△�

昆
布
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
Ｐ
Ｒ
事
業

�

　
２
１
１
万
円

　
道
の
駅
に
て
11
月
に（
仮
称
）

昆
布
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
生
誕
10
周
年

祭
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
も

の
。

の
伴
奏
支
援
を
す
る
も
の
。

質
問�

現
時
点
で
の
事
業
の
成

果
は
。

回
答�

家
族
を
含
め
た
移
住
に

よ
り
、
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
村
の
資
源
を

活
用
し
た
、
個
々
の
仕
事
の
創

出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

△�

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
促
進
事

業�
50
万
円

　
補
助
率　
１
／
2

　
空
き
家
改
修
補
助
金

上
限
40
万
円

　
残
置
物
撤
去
補
助
金

上
限
10
万
円

質
問�

改
修
資
金
と
し
て
は
低

額
で
は
な
い
の
か
。

回
答�

他
市
町
村
の
額
に
合
わ

せ
た
も
の
で
、
登
録
促
進
の
起

爆
剤
と
し
た
い
。

△�

普
代
浜
園
地
キ
ラ
ウ
ミ
整
備

事
業�

３
０
０
０
万
円

　
北
側
園
地
の
川
沿
い
に
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
遊
具
等
整
備
す
る
も

の
。

土

木

費

△�

除
雪
用
ト
ラ
ッ
ク
整
備
事
業

�

　
２
５
０
０
万
円

　
老
朽
化
の
た
め
新
た
に
更
新

す
る
も
の
。

　
車
体
・
除
雪
装
置
・
凍
結
防

止
剤
散
布
装
置
等
装
備
費
用
。

△�

上
の
沢
川
護
岸
整
備
工
事

�

　
５
５
４
０
万
円

　
台
風
19
号
で
被
災
し
た
上
の

沢
川
の
護
岸
整
備
を
す
る
も

の
。

△�

（
仮
称
）
羅
賀
地
区
住
宅
建

設
工
事�

５
０
６
０
万
円

　
移
住
者
用
村
営
住
宅
３
戸
を

建
設
す
る
も
の
。

△�

新
規
漁
業
者
育
成
協
議
会
補

助
金
事
業�

40
万
円

　

担
い
手
育
成
に
供
す
る
も

の
。質

問�

大
幅
な
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

回
答�

来
年
度
の
対
象
者
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
事
業

予
算
の
減
。
Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め

た
い
。

△�

防
災
士
養
成
事
業　
26
万
円

　
５
人
分
の
養
成
経
費
に
供
す

る
も
の
。

△�
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事

業�

２
０
５
万
円

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
端

末
機
で
の
住
民
票
・
印
鑑
証
明

書
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

費
用
。民

生

費

△�

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事

業�

22
万
円

　

４
３
９
０
０
円
×
５
名
分

△�

除
雪
業
務
委
託
料

�

　
１
４
０
０
万
円

質
問�

グ
リ
ン
ロ
ー
ド
に
風
雪

防
護
柵
を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
か
。

回
答�

前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

△�

道
路
新
設
改
良
費
工
事
請
負

費�

１
億
６
０
０
万
円

質
問�

当
初
予
算
に
は
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
堀
内
中
央
線

道
路
の
堀
内
郵
便
局
前
の
村
道

は
側
溝
部
分
の
陥
没
等
最
悪
の

道
路
状
況
で
あ
る
。
再
度
早
急

の
改
良
工
事
を
要
望
す
る
。

回
答�

毎
度
要
望
さ
れ
て
い
る

懸
念
事
項
で
あ
り
、
地
権
者
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
、
理
解
・

了
承
の
も
と
早
期
の
工
事
着
手

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

教

育

費

△�

義
務
教
育
学
校
実
施
設
計
業

務
委
託
料�

５
２
９
４
万
円

　
昨
年
度
の
基
本
設
計
業
務
委

託
料
に
続
く
２
カ
年
事
業
の
２

年
目
と
な
る
も
の
。

△�

鵜
鳥
神
楽
国
指
定
10
周
年
記

念
事
業
助
成
金　

�

１
２
１
万
円

（
医
師
の
診
断
書
必
要
）

△�

高
齢
者
移
動
支
援
事
業

�

　
１
４
8
万
円

　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
１
人

24
枚
～
48
枚
を
交
付
。（
距
離

加
算
に
よ
り
枚
数
が
決
ま
る
）

　
交
付
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用

率
は
約
65
％
。

衛

生

費

△�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
委
託
料�

５
２
５
万
円

　
村
単
独
事
業
と
し
て
65
歳
以

上
高
齢
者
及
び
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
の
接
種
費
用
無
償
化
を
維

持
す
る
も
の
。

△�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
検
討
事
業

�

　
１
１
７
８
万
円

　
他
神
楽
団
体
を
迎
え
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
、
記
念
誌
２
０
０
部

の
作
成
等
を
行
う
も
の
。

△�

鵜
鳥
神
楽
伝
承
・
活
用
等
事

業
助
成
金�

１
３
５
万
円

　
保
存
会
が
行
う
衣
装
及
び
道

具
の
更
新
、
巡
業
の
記
録
保
存

な
ど
に
対
し
て
助
成
を
す
る
も

の
。

△�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
受
入
事

業�

５
２
４
万
円

　
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
運
営
基
盤
の
強
化
。

△�

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
夢
の
教
室
」
開
催
事

業�

92
万
円

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
委
託

し
、
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
児
童
・

　
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
検
討
す
る
も

の
。

農
林
水
産
業
費

△�

漁
村
地
域
活
性
化
事
業

�

　
１
０
０
０
万
円

　
太
田
名
部
地
区
に
東
屋
等
整

備
し
た
公
園
を
造
成
す
る
も

の
。

△�

白
井
地
区
漁
業
研
修
施
設
修

繕
工
事�

１
８
５
０
万
円

　
避
難
弱
者
避
難
所
機
能
強
化

を
含
め
た
、空
調
設
備（
ガ
ス
）・

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
も
の
。

△�

新
魚
市
場
整
備
事
業

�

　
７
億
１
１
８
７
万
円

　
新
魚
市
場
を
整
備
す
る
も
の
。

（
令
和
６
年
度
完
成
予
定
）

△�

漁
港
機
能
増
進
事
業
地
元
負

担
金�

１
３
０
万
円

　
新
港
漁
港
岸
壁
に
潜
り
込
み

防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
も

の
。

生
徒
（
小
５・６
年
生
、
中
２・

３
年
生
）
に
指
導
を
し
て
も
ら

う
も
の
。特

別
会
計

く
ろ
さ
き
荘

△�

事
業
収
入

�

１
億
１
０
８
６
万
円

△�

事
業
支
出

�

１
億
１
１
８
６
万
円

質
問�

く
ろ
さ
き
荘
が
60
周
年

を
迎
え
る
が
、
何
か
イ
ベ
ン
ト

は
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答�

60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

令和６年度
予 算 審 議

議
論
予
算
特
別

委
員
会

白
熱

予
算
特
別
委
員
会
（
森
田
幸
一
委
員
長
）
は
議
長
を

除
く
９
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
村
か
ら
提
出
さ
れ

た
６
年
度
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
質
疑

と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

滑り込み防止ネット（イメージ）
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令
和
６
年
度
予
算

令
和
６
年
度
予
算

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

一
般
質
問

臨
時
議
会

臨
時
議
会

議
会
の
動
き

議
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の
動
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令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
実
績
及
び
実
績
見
込

み
に
よ
り
一
般
会
計
と
４
特
別
会
計
あ
わ
せ
て�

６
２
６
１
万
４
千
円
を
減
額

一
般
会
計
補
正
予
算

▽
緑
の
村
環
境
整
備
事
業
過
疎

　
債
ソ
フ
ト
（
歳
入
）
皆
減

�

質
問��

バ
ン
ガ
ロ
ー
・
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
等
の
撤
去
工
事
は

中
止
か
。

�

回
答��

財
源
を
過
疎
債
か
ら
一

般
財
源
に
変
更
し
て
行
う
。

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種　

関
連
事
業１

２
０
０
万
円
減
額

�

質
問��

減
額
理
由
は
。

�

回
答��

若
年
層
の
接
種
希
望
者

が
少
な
か
っ
た
。（
18
歳
以
下

の
接
種
は
０
人
）

△�

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
関
連�

報
償
金�

51
万
円

�

質
問��

本
年
度
の
捕
獲
実
績
は
。

�

回
答��

令
和
６
年
２
月
末
時
点

で
ク
マ
19
頭・シ
カ
１
２
４
頭・

イ
ノ
シ
シ
８
頭
の
駆
除
実
績
で

あ
っ
た
。

△�

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用�

助
成�

20
万
円

�

質
問��

今
年
度
の
接
種
実
績
・

見
込
み
者
数
は
。

�

回
答��

生
ワ
ク
チ
ン
（
一
回
の

み
の
接
種
）
36
名
・
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
（
二
回
の
接
種
）
31
名

で
あ
る
。
見
込
み
は
、
2
回
目

接
種
の
５
名
。

△
休
養
施
設
事
業
会
計
繰
出
金

　
３
２
６
０
万
円

　
く
ろ
さ
き
荘
の
長
引
く
客
離

れ
に
よ
る
売
上
げ
減
及
び
原
材

料
高
騰
等
に
よ
る
赤
字
に
対
し

て
運
営
費
補
助
す
る
も
の
。

�

質
問��

運
営
検
討
委
員
会
へ
の

外
部
専
門
家
招
聘
や
、
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
併
設
な
ど
、
既
存

の
考
え
で
は
な
く
収
入
改
善
に

努
め
る
べ
き
で
は
。

�

回
答�

現
在
も
閑
散
期
の
期
間

休
業
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て

お
り
、
来
年
度
は
現
運
営
検
討

委
員
メ
ン
バ
ー
で
協
議
を
重

ね
、
支
出
改
善
に
力
を
入
れ
つ

つ
経
営
戦
略
を
検
討
す
る
。

△�

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
施
設

修
繕
料�

57
万
円

　
暴
風
に
よ
り
破
損
し
た
く
ろ

さ
き
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
破

風
を
修
繕
す
る
も
の
。

条　
　
　
　
例

▲�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

し
、
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

▲�

育
英
奨
学
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
貸
し
付
け
対
象
者
に
大
学
等

の
在
学
生
も
追
加
す
る
。

　
就
学
資
金　
５
万
円
以
内

　
償
還
期
間　
規
則
で
定
め
る

期
間
と
す
る
。（
18
年
以
内
）

▲�

村
税
条
例
の
一
部
改
正

　
督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
。

　
種
別
割
（
軽
自
動
車
等
）
の

納
期
限
を
４
月
末
か
ら
５
月
末

へ
変
更
す
る
。

人　
　
　
　
事

▲
次
期
教
育
長
に
現
教
育
長
三

船
雄
三
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に

同
意
。

（
任
期　

令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
）

３月
定例会

定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果
議案第１号 令和６年度　普代村一般会計予算

可　決 
（全員賛成）

議案第２号 令和６年度　普代村国民健康保険特別会計予算
議案第３号 令和６年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計予算
議案第４号 令和６年度　普代村休養施設事業特別会計予算
議案第５号 令和６年度　普代村後期高齢者医療事業特別会計予算
議案第６号 令和６年度　普代村簡易水道事業会計予算
議案第７号 令和６年度　普代村下水道事業会計予算

議案第８号 令和５年度　普代村一般会計補正予算（第８号）
　補正額 3,864 万 6 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 44 億 7,426 万円とするもの。

可　決 
（全員賛成）

議案第９号 令和５年度　普代村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　補正額 550 万 7 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 4 億 2,856 万 2 千円とするもの。

可　決 
（賛成多数）

議案第10号 令和５年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第４号）
　補正額 804 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 9,318 万 2 千円とするもの。

可　決 
（全員賛成）

議案第11号 令和５年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第５号）
　補正額 447 万 7 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 1,484 万 8 千円とするもの。

議案第12号 令和５年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第４号）
　補正額 594 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 2,590 万円とするもの。

議案第13号

普代村福祉基金条例を廃止する条例の制定
　普代村福祉基金条例（平成 3 年普代村条例第 22 号）を廃止。
　高齢者等の保健福祉の向上を図る経費の財源として活用し、基金残額が無くなったことから
本条例を廃止する。令和 6 年 3 月 31 日施行。

議案第14号 普代村会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　諸般の情勢に鑑み勤勉手当を支給するもの。令和 6 年 4 月 1 日施行。

議案第15号
普代村育英奨学基金条例の一部を改正する条例
　学業、人物ともに優れ、かつ、経済的理由により修学が困難な者について、修学を奨励し、
人材を育成するため、奨学生の資格を追加する等所要の改正をするもの。公布の日から施行。

議案第16号
普代村村税条例等の一部を改正する条例
　村の督促手数料を廃止することに伴い関係条例を整備しようとするもの及び軽自動車税の種
別割の納期限を変更しようとするもの。令和 6 年 4 月 1 日施行。

議案第17号

普代村漁港管理条例の一部を改正する条例
　漁港漁場整備法及び水産業協同組合法の一部を改正する法律及び、岩手県漁港管理条例の一
部を改正する条例がそれぞれ、令和 6 年 4 月 1 日から施行されることに伴い、所要の整備を行
うもの。令和 6 年 4 月 1 日施行。

議案第18号
道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　県の道路占用料徴収条例の一部を改正する条例が令和 6 年 4 月 1 日から施行されることに伴
い、所要の整備を行うもの。令和 6 年 4 月 1 日施行。

議案第19号
普代村村営住宅条例の一部を改正する条例
　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法律が令和 6 年 4
月 1 日から施行されることに伴い、所要の整備を行うもの。令和 6 年 4 月 1 日施行。

議案第20号
普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定
　施設の管理者を「社会福祉法人普代村社会福祉協議会」に指定。
　指定期間は令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日までの 1 年間。

議案第21号
普代村観光センター及び普代浜園地キラウミＲＶパークに係る指定管理者の指定
　施設の管理者を「株式会社青の国ふだい」に指定。
　指定期間は令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日までの 1 年間。

議案第22号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定
　辺地に係る公共的施設の総合整備のために、黒崎辺地、堀内辺地及び鳥茂渡辺地の整備計画
を策定するもの。計画期間は令和 6 年度から令和 10 年度までの 5 年間。

議案第23号
普代村教育委員会教育長の任命に関し同意を求めること
　任期満了に伴い、現教育長三船雄三氏（緑区）の再任に関し同意を求めるもの。
　任期は令和 6 年 4 月 1 日から 3 年間。

同　意 
（全員賛成）

令和６年度当初予算
総額 52億 2194 万円

「一般質問」

　3月定例会の一般質問には、4人が登壇し、村の
課題などに村当局の考えを問いました。
　村議会では「一問一答方式」で行っていますので、
１人60分の制限時間内で質疑を繰り返します。

村の課題を熱く議論�

次の㌻から

質問者と内容

８㌻

９㌻

10㌻

11㌻

大
お お か み

上　  智
さとし

 議員

齊
さ い と う

藤  正
ま さ あ き

明 議員

金
か ね こ

子  泰
や す お

男 議員

中
な か が み

上  一
か ず

登
と

 議員

①	人口減少対策について
②	普代村営魚市場事業について
③	公園整備について

①	「相続登記義務化」に対する村の対応について
②	公衆用道路の現状と今後の対応について

①	くろさき荘の村における位置づけと今後の運
営施策について

②	新魚市場完成後の漁業振興と漁業の元気に向
けての施策はどのように進めていくのか

①	排水ポンプを活かす河川管理について
②	義務教育学校を村の活性化に
③	教育３施設の連携の在り方について

三��船　雄��三�氏

●7
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令和６年５月９日発行
●6
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令
和
６
年
度
予
算

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

臨
時
議
会

議
会
の
動
き



公衆用道路の現状と
今後の対応は

し
て
い
く
。

　
今
月
の
「
広
報
ふ
だ
い
」
で

も
、「
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
」
と
の
表
題
で
、
周
知

記
事
を
掲
載
す
る
予
定
を
し
て

い
る
。

　
こ
の
制
度
変
更
は
、
相
続
や

遺
産
分
割
に
よ
っ
て
、
不
動
産

を
取
得
し
た
相
続
人
へ
の
、
法

律
上
の
義
務
付
け
で
あ
り
、
正

当
な
理
由
の
な
き
義
務
違
反
に

は
、
過
料
も
科
さ
れ
る
制
度
に

な
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
４
月
か
ら
制
度
が
施

行
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
様
な
問

題
が
出
る
も
の
か
、
そ
れ
が
村

に
関
わ
る
も
の
か
な
ど
は
予
測

で
き
な
い
。
こ
の
事
務
そ
の
も

　
今
年
４
月
１
日
か

ら
相
続
登
記
の
義
務

化
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
登
記
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、「
公

共
事
業
が
進
ま
な
い
」、「
防
災・

減
災
対
策
の
取
り
組
み
が
困
難

に
な
る
」
な
ど
、
村
へ
も
影
響

が
あ
る
。

　
こ
の
義
務
化
の
施
行
が
迫
り

つ
つ
あ
る
が
、
村
は
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
村
で
は
法
務
局
か

ら
の
要
請
に
従
っ
て
、
対
応
を

の
が
国
の
直
接
事
務
な
の
で
、

村
の
対
応
と
し
て
は
、
色
々
な

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
法
務
局
へ
の
相
談
を
お
願

い
す
る
対
応
と
な
る
。
ま
た
、

司
法
書
士
会
も
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

　

公
衆
用
道
路
に

は
、
道
路
の
拡
幅
や

利
用
を
先
行
し
た
た
め
に
村
へ

の
所
有
権
移
転
が
さ
れ
ず
、
敷

地
内
に
個
人
名
義
の
土
地
が

残
っ
て
い
る
公
衆
用
道
路
が
あ

る
。
個
人
か
ら
村
へ
移
転
登
記

が
済
ん
で
い
な
い
土
地
は
、
村

へ
の
移
転
登
記
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
、
現
状
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
公
衆
用
道
路
の
非

課
税
土
地
は
全
部
で
２
９
４
７

筆
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
、

所
有
者
が
個
人
等
の
公
衆
用
道

路
は
２
９
６
筆
と
把
握
し
て
い

る
。

　
土
地
の
所
有
権
移
転
に
つ
い

て
は
、
度
々
の
要
請
、
指
導
も

い
た
だ
い
て
き
て
、
促
進
に
鋭

意
取
り
組
む
こ
と
と
確
認
す
る

中
で
、
所
要
の
業
者
委
託
予
算

の
措
置
も
行
っ
て
い
る
。
道
路

改
良
個
所
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
、
改
良
等
が
済
ん
で
い
る

個
所
に
つ
い
て
も
、
強
化
地
区

を
設
け
る
な
ど
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
事
務
手
続
き
や
所
有
者

へ
の
説
明
な
ど
、
多
く
の
手
続

き
で
時
間
を
要
す
る
な
ど
し
、

進
捗
が
思
わ
し
く
な
く
苦
慮
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
放
置
で

き
な
い
最
優
先
の
処
理
を
要
す

る
案
件
と
位
置
付
け
て
お
り
、

改
め
て
委
託
業
者
と
専
任
的
な

取
組
体
制
の
こ
と
、
強
化
地
区

で
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
け
る
方

の
こ
と
を
再
検
討
し
、
着
実
に

促
進
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

着実に促進できるよう取り組む
―  柾屋村長

齊
藤
正
明

「一般質問」

魚市場事業経営は
使用料金制で

　
県
で
は
、自
然
減・

社
会
減
対
策
に
、
令

和
６
年
度
当
初
予
算
に
前
年
度

を
４
億
円
上
回
る
２
２
１
億
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、
村
で
は

そ
れ
に
対
す
る
利
用
促
進
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

柾
屋
村
長

　
今
年
度
か
ら
広
域

振
興
局
に
新
設
さ
れ
る
、
市
町

村
人
口
減
少
対
策
支
援
特
命
課

長
と
も
連
携
し
、
財
源
確
保
し

な
が
ら
諸
事
業
の
推
進
に
積
極

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
魚
市
場
事
業
経
営

戦
略
に
お
い
て
、
村

の
魚
市
場
か
ら
の
収
入
つ
い
て

は
、
水
揚
げ
金
額
に
左
右
さ
れ

る
漁
協
経
営
及
び
、
現
在
の
よ

う
な
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
し

て
い
る
漁
場
環
境
の
面
か
ら
考

え
て
、
長
期
の
一
定
額
（
利
用

料
金
制
）
の
徴
収
で
は
、
将
来

的
に
も
漁
協
経
営
に
大
き
な
負

担
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

れ
よ
り
は
、
水
揚
げ
金
額
か
ら

一
定
の
利
率
で
算
定
し
た
収
入

（
使
用
料
金
制
）
で
持
続
的
に

徴
収
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

柾
屋
村
長　

　
漁
協
の
魚
市
場
か

ら
の
収
入
を
村
が
収
受
す
る
の

で
は
な
く
、
漁
協
が
収
受
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
管
理
運
営
は

全
面
的
に
漁
協
が
行
う
利
用
料

金
制
の
指
定
管
理
を
考
え
て
い

る
。
使
用
料
金
制
は
非
効
率
で

あ
り
、
消
費
税
等
の
諸
費
用
負

担
増
に
も
つ
な
が
る
。
村
内
の

各
地
区
に
あ
る
地
域
活
動
拠
点

施
設
と
同
じ
考
え
で
、
漁
業
者

か
ら
収
受
す
る
も
の
（
販
売
手

数
料
）
で
諸
経
費
は
賄
っ
て
も

ら
う
経
営
戦
略
を
考
え
て
い

る
。

　
県
内
他
公
設
民
営

魚
市
場
を
見
て
も
、

漁
協
は
市
場
の
独
立
採
算
制
の

考
え
に
お
い
て
主
要
な
立
場
に

あ
る
の
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

公
設
魚
市
場
事
業
の
会
計
上

は
、
基
本
、
開
設
者
（
村
）
が

使
用
許
可
し
た
卸
売
業
者
（
漁

協
）
か
ら
使
用
料
を
徴
収
し
、

事
業
経
費
（
市
場
管
理
費
、
市

場
整
備
費
、
公
債
費
）
等
を
賄

う
も
の
で
、
賄
き
れ
な
い
部
分

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で

充
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
漁
協

は
使
用
料
納
入
の
み
で
事
業
経

営
に
か
か
わ
る
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
る
が
。柾

屋
村
長　

　
漁
協
と
一
緒
に
こ

の
事
業
に
取
り
組
む
中
で
、
建

物
は
村
で
あ
る
が
運
営
は
全
て

漁
協
と
い
う
事
で
進
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
建
設
費
に
対
す

る
一
定
の
負
担
は
使
用
料
と
し

て
、
漁
協
か
ら

頂
く
こ
と
で

や
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
、
新

年
度
に
入
っ
て

か
ら
議
会
や
漁

協
と
詳
細
な
調

整
等
し
、
関
係

条
例
等
を
整
備

し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
「
家
族
愛
の
溢
れ

る
村
」
推
進
の
た
め

に
も
、
公
園
整
備
を
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

柾
屋
村
長

　
第
５
次
総
合
発
展

計
画
の
主
要
施
設
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
て
お
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
遅
れ
て
い
た
。

　
来
年
度
よ
り
、
ま
ず
、
キ
ラ

ウ
ミ
公
園
の
遊
具
な
ど
の
整
備

か
ら
取
り
組
み
、
人
口
減
少
化

で
の
設
置
効
果
、
地
区
で
の
管

理
継
続
、
他
地
域
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
含
め
た
中
で
、
各
地
区
の

公
園
整
備
を
順
次
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

管理運営は全面的に漁協が行う考え

―  柾屋村長

大
上
　
智

「一般質問」

人
口
減
少
対
策

普
代
村
営
新
魚
市

場
、
利
用
料
金
制
で

は
な
く
使
用
料
金
制

に
す
べ
き
で
は

公
園
整
備

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

詳しくはこちら
国立社会保障・
人口問題研究所
ホームページ

「
相
続
登
記
義
務
化
」

に
村
と
し
て
の
対
応

は

公
衆
用
道
路
の
現
状

と
対
応
は

質
問

答
弁

答
弁

質
問

ふれあい公園（緑区）
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例
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と
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会
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決
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と

一
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質
問

一
般
質
問
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議
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き

議
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川の水位を保つための
浚
しゅんせ つ

渫や嵩
か さ

上
あ

げが必要

今後も県に要望していく
―  柾屋村長

中
上
一
登

「一般質問」

くろさき荘は重要施設と
考えるが、経営方針を伺う
令和６年度は収支改善の強化
―  柾屋村長

金
子
泰
男

「一般質問」

所
か
ら
集
中
的
に
実
施
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
県

に
対
し
て
、
個
所
付
け
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
義
務
教
育
学
校
が

令
和
９
年
度
に
開
校

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
村
の
中
心
部
や
住
民
か

ら
遠
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　
普
代
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

つ
な
が
る
村
の
将
来
像
と
し
て

の
義
務
教
育
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
子
ど
も・子
育
て・

教
育
振
興
の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
健
康
づ
く
り
活
動
の
こ

と
、
防
災
・
減
災
や
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、

文
化
・
伝
統
芸
能
の
保
存
・
伝

承
の
こ
と
、
女
性
や
若
者
の
活

躍
の
こ
と
な
ど
、
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
利
活
用
で

き
る
施
設
や
設
備
が
整
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。

　
度
重
な
る
元
村
の

水
害
対
策
と
し
て
よ

う
や
く
排
水
ポ
ン
プ
が
完
成
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
排
水
ポ

ン
プ
は
河
川
が
氾
濫
し
な
い
場

合
に
役
立
つ
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
川
の
水
位
を
保
つ
た
め

に
浚し

ゅ
ん
渫せ
つや
嵩か
さ
上あ

げ
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
県
の
動
向
や
今
後

の
村
の
方
策
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
県
の
河
川
整
備
事

業
で
は
令
和
２
年
度
に
普
代
川

と
茂
市
川
で
前
の
年
の
台
風
被

害
の
際
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
作
業
を
、
ま
た
、
令
和
３
年

度
ま
で
か
け
て
度
々
浸
水
す
る

旭
日
区
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
付

近
の
土
砂
堆
積
の
撤
去
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。
令
和
４
年
、

５
年
度
は
、
通
常
の
維
持
管
理

の
中
で
の
対
応
で
維
持
管
理
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
６
年
度
予
算
で
も
同
様

に
、
個
所
付
け
は
さ
れ
ず
に
、

緊
急
性
と
事
業
効
果
の
高
い
個

　
小
中
学
校
も
生
ま

れ
変
わ
り
義
務
教
育

学
校
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
、
教

育
の
場
と
し
て
、子
ど
も
園
と
、

つ
ち
の
こ
保
育
園
が
あ
る
。

　
義
務
教
育
学
校
基
本
計
画
を

策
定
し
て
現
在
実
施
設
計
に

入
っ
て
い
る
が
、
建
物
、
機
能

も
含
め
て
ど
う
い
う
教
育
を
目

指
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

三
船
教
育
長

　
義
務
教
育
学
校
開

校
は
、
目
的
で
は
な
く
児
童
生

徒
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
等

を
提
供
す
る
た
め
の
手
段
と
捉

え
て
お
り
、
そ
う
し
た
観
点
か

ら
「
学
習
の
場
」「
交
流
の
場
」

「
生
活
の
場
」
の
３
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
進
め
る
。

　
「
学
習
の
場
」
で
は
、
普
通

教
室
、
特
別
教
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
、
特
別
支
援
教
育
等
、
多
様

な
学
習
展
開
に
対
応
し
た
施
設

と
し
て
、確
か
な
学
力
保
障
と
、

児
童
生
徒
の
自
主
的
な
学
習
活

動
を
支
え
る
空
間
を
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
３
つ
の
施
設
の
相

乗
効
果
的
な
面
で
感

じ
て
い
る
こ
と
を
伺
う
。

三
船
教
育
長

　
生
活
や
学
習
基
盤

と
な
る
力
を
育
み
、
義
務
教
育

学
校
以
降
の
教
育
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
、
幼
児
教
育
そ
の

も
の
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た

り
、互
い
の
園
の
様
子
を
交
流
、

共
有
す
る
こ
と
で
２
つ
の
園
の

相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
る
。

　
園
と
学
校
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
切
れ

目
な
く
支
え
る
観
点
か
ら
、
幼

小
の
円
滑
な
接
続
を
よ
り
一
層

意
識
し
、
園
・
学
校
で
の
そ
れ

ぞ
れ
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
、

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
や
、
学

び
の
連
続
性
に
配
慮
し
な
が

ら
、
教
育
の
内
容
や
方
法
に
つ

い
て
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

　

教
育
委
員
会
で
は
年
に
２

回
、
小
学
校
・
子
ど
も
園
・
つ

ち
の
こ
保
育
園
の
職
員
が
参
加

す
る
幼
少
連
携
研
究
会
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
こ
で
教
育
に
対

す
る
考
え
方
や
、
指
導
の
工
夫

な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
く
ろ
さ
き
荘
は
毎

年
厳
し
い
経
営
が
続

い
て
い
る
。
今
ま
で
も
い
ろ
い

ろ
と
運
営
施
策
を
と
る
も
の

の
、
成
果
が
出
て
い
な
い
状
況

で
す
。
く
ろ
さ
き
荘
は
普
代
村

に
と
っ
て
重
要
な
位
置
づ
け
に

あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
観
光
客
誘
致
と
合
わ

せ
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施

策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
。
そ
こ
で
、
施
設
内
に
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
整
備
し
村

民
の
利
用
を
促
し
た
ら
ど
う

か
。
そ
の
こ
と
が
、
く
ろ
さ
き

荘
の
収
入
増
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
村
長
の
見
解
を
伺

う
。

柾
屋
村
長　

　
く
ろ
さ
き
荘
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
観
光
拠

点
施
設
と
し
て
観
光
客
な
ど
の

受
け
入
れ
、
村
の
景
観・歴
史・

文
化
・
伝
統
・
食
な
ど
の
、
魅

力
発
信
基
地
と
も
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
雇
用
や
諸
材
料
な

ど
の
発
注
に
よ
り
、
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
、
村
に
と
っ
て
重

要
な
施
設
と
思
っ
て
い
る
。
村

民
の
利
用
促
進
と
し
て
、
こ
ま

め
に
く
ろ
さ
き
荘
に
寄
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
考
え
、
こ
れ
が
食

事
会
・
宴
会
・
営
業
へ
と
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
る
。
観
光
利

用
で
も
、
国
内
外
か
ら
ト
レ
イ

ル
・
ハ
イ
カ
ー
の
予
約
が
少
し

増
え
て
い
る
。
今
後
は
、
ト
レ

イ
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
や
、
家
族
自

然
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
、
新
た
な

企
画
に
も
取
り
組
み
、
収
支
改

善
の
成
果
を
し
っ
か
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
必
要
と
考
え
て
い
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
く
ろ
さ
き

荘
が
い
い
の
か
、
別
な
場
所
で

の
新
築
や
、
何
か
別
な
方
法
で

も
い
い
の
か
と
の
議
論
も
あ
る

が
、
く
ろ
さ
き
荘
内
へ
の
整
備

は
、
来
年
度
、
収
支
改
善
に
取

り
組
み
そ
の
後
に
検
討
を
深
め

た
い
。

　

村
の
水
産
業
は
、

サ
ケ
の
大
不
漁
、
ワ

カ
メ
・
コ
ン
ブ
養
殖
の
不
振
、

磯
漁
も
磯
焼
け
等
の
影
響
を
受

け
、
漁
業
を
続
け
る
意
欲
も
低

下
し
漁
業
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
漁
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
完
成
予

定
の
新
魚
市
場
だ
が
、
定
置
網

等
も
少
な
く
な
り
、
市
場
水
揚

げ
金
額
減
少
も
考
え
ら
れ
、
維

持
管
理
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
村

と
し
て
の
対
応
は
ど
う
な
る
の

か
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
水
産
業
全
般
の
状

況
は
、
漁
業
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
、
さ
ら
に
主
要
魚
種

の
極
端
な
不
漁
、
燃
料
な
ど
の

高
騰
な
ど
、
厳
し
い
状
況
と
認

識
し
て
い
る
。

　
当
面
、
５
年
間
の
漁
業
振
興

策
と
し
て
、「
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
漁
協
・
村

が
再
生
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
県
北
広
域
振
興
局
水
産

部
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

懸
念
さ
れ
る
事
態
の
回
避
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組

み
は
養
殖
漁
業
の
生
産
性
の
向

上
、
地
域
水
産
物
の
付
加
価
値

の
向
上
、
資
源
管
理
の
推
進
担

い
手
対
策
の
強
化
な
ど
県
の

「
水
産
業
リ
ボ
ー
ン
宣
言
」
と

連
動
さ
せ
漁
業
者
が
活
力
あ
る

浜
で
夢
と
希
望
持
っ
て
働
け
る

よ
う
に
と
の
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　
次
に
、
維
持
管
理
が
厳
し
く

な
っ
た
際
の
対
応
は
、
鮮
魚
部

門
の
水
揚
げ
状
況
等
か
ら
判
断

し
、
新
魚
市
場
の
運
営
が
漁
協

全
体
の
収
支
に
さ
さ
え
ら
れ
て

い
く
中
で
、
維
持
管
理
が
直
ち

に
難
し
い
状
況
に
な
る
と
は
考

え
に
く
い
と
思
っ
て
い
る
。

く
ろ
さ
き
荘
の
村
に

お
け
る
位
置
づ
け
と

今
後
の
運
営
施
策
に

つ
い
て

新
魚
市
場
完
成
後
の

漁
業
振
興
と
漁
業
の

元
気
に
向
け
て
の
施

策
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か

質
問

答
弁

排
水
ポ
ン
プ
を
活
か

す
河
川
管
理
に
つ
い

て

義
務
教
育
学
校
を
村

の
活
性
化
に

教
育
３
施
設
の
連
携

の
在
り
方
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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主な議会の動き
（12月定例会～ 3月定例会　諸報告より抜粋）

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

12月 13日 役　場 村議会第 9回定例会 各議員

26日
役　場 令和 5年度第 2回ふだいまつり実行委員会 正路議長、古沼副議長

役　場 議会広報常任委員会 各委員

1 月 4 日 太田名部市場 令和 6年普代村漁業協同組合魚市場初売り式 正路議長、古沼副議長

5 日

自然休養村　
管理センター 令和 6年普代村二十歳のつどい

正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、嵯峨、森田、大上
智議員

くろさき荘 令和 6年普代村新年交賀会
正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、森田、大上智議員

7 日 普代分署 令和 6年普代村消防出初式
正路議長、古沼副議長、
松葉、齊藤、嵯峨、森
田、大上智議員

19日

役　場 議会広報常任委員会 各委員

くろさき荘 銀次さんアンバサダー就任を祝う会
正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、中上、嵯
峨、森田、大上智議員

20日 山田町 令和 5年度東部町村議会議長会議員研修会及び交流会
正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、森田、大上智議員

28日 くろさき荘 松頭利美氏瑞宝単光章受章祝賀会 正路議長、古沼副議長

29日 役　場

議会運営委員会 各委員、正路議長、
古沼副議長

村議会第 1回臨時会 各議員

議員全員協議会 各議員

2 月 2 日 くろさき荘 久慈地区市町村議会連絡協議会議員研修会・交流会
正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、嵯峨、森田、大上
智議員

5 日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 中上、森田議員

15日 盛岡市 東部町村議会議長会宮古・釜石地区選出岩手県議会
議員との懇談会 正路議長、古沼副議長

16日
盛岡市 東部町村議会議長会臨時総会、第 2回政務調査会 正路議長、古沼副議長

盛岡市 岩手県町村議会議長会第 75回定期総会 正路議長

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

19日 盛岡市 岩手県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会・定例会 齊藤議員

20日 久慈市 第 3回久慈広域連合議会定例会 中上、森田議員

26日
役　場 議員全員協議会

正路議長、古沼副議長、
金子、松葉、齊藤、中
上、嵯峨、森田、大上
智議員

役　場 議会広報常任委員会 各委員

29日 役　場 議会運営委員会 各委員、正路議長

3 月 3 日 中央区・
太田名部 3月 3日津波記念日における慰霊祭 正路議長、古沼副議長

１
月
29
日
第
１
回
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
Ｒ
５
）

△�

町
村
会
負
担
金�

５
万
円

　
能
登
半
島
地
震
へ
の
義
援
金

△�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
事
業

�

　
１
１
２
５
万
円

　
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯　

10
万
円
／
世
帯

　
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

及
び
非
課
税
世
帯
の
18
歳
以
下
児

童
子
育
て
世
帯　
５
万
円
／
児
童

一
人

△�

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
耐
震

診
断
調
査
業
務
委
託

�

　
１
６
５
万
円

�

質
問��

耐
震
診
断
結
果
が
良
好
で

あ
れ
ば
、
継
続
し
て
図
書
室
と
し

て
使
用
す
る
の
か
。

�

回
答��

診
断
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
後
の
方
向
づ
け
議
論
の
参
考
資

料
に
す
る
た
め
行
う
も
の
。

条　
　
　
　
例

▲
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
端
末
機
か
ら
印

鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
際

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
加

え
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

▲�

簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
事
務
の
簡
素
化
及
び
経
費
削
減

の
た
め
両
事
業
を
一
本
化
し
上
下

水
道
事
業
と
す
る
。

３
月
27
日
第
3
回
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
Ｒ
６
）

△�

人
材
紹
介
手
数
料�

44
万
円

　
保
健
師
の
人
材
確
保
に
伴
う
人

材
紹
介
会
社
へ
の
紹
介
手
数
料
。

�

質
問��
保
健
師
は
増
員
と
な
る
の

か
。

�

回
答�

今
回
の
補
正
は
会
計
年
度

任
用
職
員
分
と
な
る
。
そ
の
ほ
か

４
月
以
降
に
な
る
が
、
県
と
の
連

携
で
村
と
の
併
任
で
定
期
的
に
来

る
保
健
師
１
名
を
合
わ
せ
て
最
大

４
名
体
制
と
な
る
。

△�

子
ど
も
園
エ
ア
コ
ン
設
備
設
置

及
び
改
修
工
事�

６
４
９
万
円

　
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
ホ
ー
ル

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
既
設
エ
ア

コ
ン
用
コ
ン
セ
ン
ト
工
事
。

�

質
問��

今
回
整
備
予
定
の
他
に
未

設
置
の
場
所
は
あ
る
の
か
。

�

回
答�

今
回
整
備
さ
れ
れ
ば
必
要

な
場
所
全
て
に
設
置
と
な
る
。

指　
定　
管　
理

▲�

普
代
村
山
村
振
興
農
林
漁
業
対

策
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定

　
公
募
し
て
い
た
同
施
設
（
落
合

地
区
）
の
管
理
指
定
者
を
㈱
ア
ー

ス
カ
ラ
ー
と
す
る
も
の
。

�

質
問��

経※
き
ょ
う
ぎ木
を
販
売
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
後
々
他
の
野
菜
な
ど
、

農
林
水
産
物
を
取
り
扱
っ
た
り
は

出
来
る
の
か
。

�

回
答�

農
林
水
産
物
振
興
の
た
め

の
施
設
な
の
で
、
大
い
に
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
１
月
29
日
に
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
を
、
３
月

27
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
会
し
、
条
例
改
正
や
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
44
億
７
６
２
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

臨時会

※経木とは材木を紙のように薄く削った
　もので、食品を包むのに使う。●13

ふだい議会だより  №167

令和６年５月９日発行
●12

ふだい議会だより  №167

令和６年５月９日発行

令
和
６
年
度
予
算

令
和
６
年
度
予
算

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

一
般
質
問

臨
時
議
会

臨
時
議
会

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き



●14
ふだい議会だより  №127

平成26年５月１日発行
■発行日　令和６年５月９日　 ■発行　普代村議会　 ■編集　議会広報常任委員会

〒028−8392　岩手県下閉伊郡普代村第９地割字銅屋13番地２　

TEL 0194−35−2118　FAX 0194−35−2712

ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

　普代村の明日の漁業へ展望を切り開く力強い
意気込みを感じました。ありがとうございます。
　ブランド化については、他地域の成功事例も
参考にしながら、村、議会、水産関係者の皆さ
んを含めて、お互いに知恵を出し合って、どう
すればいいのか懇談を重ねていかなければと思
います。普代村の漁業復活と浜の活気へエール。
　今後のご活躍を期待しています。

　仕事はもう慣れましたか。
　今年度は住宅の整備計画があると思うので建
設された際は、問い合わせが増えると思います。
丁寧な対応をお願いいたします。
　住民の皆さんの生活環境を考えていただき 
ありがとうございます。どういった支援がいいの
か、住民、村当局、議会で考えを出し合ってより
良くなっていくように一緒にがんばりましょう。

発
行
責
任
者

議
　
長
　
　
正
　
路
　
正
　
敏

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
大
　
上
　
　
　
智

副
委
員
長
　
　
齊
　
藤
　
正
　
明

委
　
　
員
　
　
松
　
葉
　
明
　
人

　
　
　
　
　
　
古
　
沼
　
和
　
也

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

　昨年度から役場建設水産課に所属し、今年で２年目に

なります。村営住宅に関する業務を担当しております。

　普代村の村営住宅の需要は高く、特に普代駅付近の地

域については、村内外から多くの応募や問い合わせが寄

せられているところです。

　ですが、私は山間部で生活されている方々の環境がよ

り良くなる事も重要であると考えます。具体的には、道

路の拡幅や、小型トラックによる移動式スーパーの導入

補助といった生活支援など、生活インフラの充実を図る

ことで、暮らしやすさの格差がなくなっていって欲しい

と思いました。

　役場建設水産課に所属し２年目になります。村の人は優しくて

穏やかな人ばかりで、日々の業務の活力をいただいております。

　普代村の水産業は、春はワカメ・コンブ、夏はウニ、秋はサケ

やサバ・イワシなどの青物、冬はアワビと一年を通じて海の幸が

豊富にとれる漁場があります。水産業に従事する皆さまの力にな

ることができるよう担い手の確保や加工場への補助などできるこ

とをがんばりたいと思います。

　年内には新しい魚市場が完成し、高鮮度・高品質な魚が流

通し、ワカメ・コンブに続く新たなふだいブランドが作れる

ように私自身も気合いを入れて頑張ります。よろしくお願い

いたします。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
、
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
議
会
の
内

容
を
お
伝
え
し
た
く
、
編
集

構
成
を
変
え
て
み
ま
し
た
。

ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
か

ら
の
議
会
に
対
す
る
「
ま
ち

の
声
」
ご
意
見
・
ご
要
望
を

た
く
さ
ん
掲
載
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
議
員
も
し
く
は
議

会
事
務
局
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

�

（
大
上
　
智
）

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
い
か

が
で
し
た
か
？
新
た
な
誌
面

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
い

い
ね
」
や
こ
ん
な
の
や
っ
て

み
た
ら
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
募

集
で
す
。

　

令
和
５
年
度
も
終
わ
り
ま

す
。
来
年
度
も
、
よ
り
良
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

（
松
葉
明
人
）

あ
と
が
き

広報委員からの返信

齊藤正明広報副委員長 古沼和也広報委員

生活インフラの充実を！

日
ひ

當
なた

　誠
まこと

さん（26）

新しい魚市場ができます！

中
なか

川
がわ

　光
みつ

大
ひろ

さん（35）


